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11
月
23
日
㈷ 

午
前
７
時
30
分
～

お
上の

ぼ

り
　
　行
列

P

P

P

P

八代駅

新
八
代
駅

新
八
代
駅

塩屋八幡宮（出発）
7:30  神 幸 行 列 出 発
8:00  亀蛇・飾馬 砥崎河原（演舞）

12:30  獅子舞
13:10  花　奴
　　　［行列順に演舞］
14:15  亀　蛇
14:30  飾　馬

※桟敷席・マス席（有料）

新八代駅、県地域振興局、球磨川河川緑地から
シャトルバスを運行します。（8:00～18:00）
雨天などの事情で一部の神幸行列が中止となる場合、
本町アーケード街で笠鉾などを展示し、近くに臨時
バス停を設置します。　※有料　片道200円／人

本町札の辻
19:30  獅子舞

妙見中宮
14:30  神輿・神馬・獅子舞

八代神社（妙見宮）
11:00  神輿到着
11:15  獅子舞
　～12:15 （境内および神社前）

宮地小学校グラウンド

10:00 ～ 16:00  妙見座
 （八代の食と物産フェア）
11:00 ～ 12:30  
笠鉾・亀蛇・木馬・籠を展示
13:00
神幸行列が砥崎河原へ出発

八代駅前（演舞）
  9:00  子供獅子・子供奴
  　　　［行列順に演舞］
10:20  亀蛇・飾馬
　～11:30
※桟敷席（有料・ハートフルゾーン）

ハーモニーホール（演舞）
8:30  行列先頭到着
　　　［行列順に演舞］

※ハートフルゾーン
9:15  亀蛇・飾馬

球磨川河川緑地

球磨川

本庁仮設庁舎

日本製紙グラウンド

追分三差路

追分三差路

県地域振興局

八代 IC

至熊本

御夜会場

神幸行列経路
シャトルバス運行経路

雨天時のシャトルバス運行経路
臨時駐車場

シャトルバスバス停

雨天時のシャトルバス運行経路

シャトルバスバス停

）地緑川河川磨球 ～ 停スバ時臨分追 ～ 局興振域地県 ～ ）口東（駅代八新（ 

お上り見どころマップ

（総合案内・実施本部）

新八代駅
（東口）

■
神
幸
行
列
　

　
　
40
の
出
し
物
１
７
０
０
人
が
塩
屋
八
幡
宮
か
ら

　
　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）・
砥
崎
河
原
ま
で
、
約

　
　 

６
㎞
を
練
り
歩
き
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

そ
の
１

　塩
屋
八
幡
宮
（
出
発
）

　
　
　
　
７
時
30
分
に
神
幸
行
列
が
出
発
し
ま
す
。

　
　
　
　
塩
屋
八
幡
宮
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
街
へ
向
か

　
　
　
　
う
途
中
は
、
行
列
を
最
も
近
く
で
見
る
こ

　
　
　
　
と
が
で
き
る
場
所
の
１
つ
で
す
。

そ
の
２

　八
代
駅
前

　
　
　
　
臨
時
演
舞
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
供

　
　
　
　
獅
子
を
ス
タ
ー
ト
に
、
神
幸
行
列
が
順
に

　
　
　
　
演
舞
を
行
い
ま
す
。
亀
蛇
の
演
舞
や
馬
追

　
　
　
　
い
な
ど
の
迫
力
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が

　
　
　
　
で
き
ま
す
。

そ
の
３

　宮
地
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
９
基
の
笠
鉾
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
飾
り
や
水
引
幕
の
刺
繍
、
細
工
な
ど
を

　
　
　
　
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
亀
蛇
や
木
馬
、
籠
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
４

　砥
崎
河
原

　
　
　
　
メ
イ
ン
の
演
舞
会
場
。
客
席
ま
で
乗
り
込

　
　
　
　
む
亀
蛇
や
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
馬
追
い
を

　
　
　
　
見
る
こ
と
が
で
き
、歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

23
日
の
交
通
規
制

　
　
　
　
　
　

塩
屋
八
幡
宮
付
近
　
午
前
６
時
30
分
～

　
建
馬
町
交
差
点
➡
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面
は
車
両

　
進
入
禁
止

本
町
一
丁
目
付
近
　
午
前
７
時
30
分
～

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面
へ
は
車
両
進
入
禁
止

大
手
町
～
八
代
駅
前
付
近

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

　
大
手
町
交
差
点
➡
八
代
駅
前
演
舞
会
場
へ
は
車
両

　
進
入
禁
止

宮
地
付
近
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
周
辺
は
車
両
進
入
禁
止

　
国
道
３
号
追
分
バ
ス
停
～
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）

　
の
県
道
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時
車
両
進
入
禁
止

　（
一
部
は
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

砥崎河原（右岸側の一部）に
バスツアー専用観覧席を設置します
　八代妙見祭当日、砥崎河原右岸側の一部に熊本地
震復興応援バスツアー専用観覧席を設置します。設置
区域内の一般観覧や事前の場所取りは遠慮ください。

　　

問合せ　観光振興課　☎33–4115
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現
代
に
よ
み
が
え
る
・
・
・
時
代
絵
巻
「
神
幸
行
列
」

　
　３
８
０
年
の
歴
史
を
も
つ
八
代
妙
見
祭
の
神
幸

　行
列
は
、
絢
爛
豪
華
な
笠
鉾
や
神
輿
、
亀
蛇
や
獅

　子
な
ど
40
の
出
し
物
が
あ
り
、
約
１
７
０
０
人
が

　列
を
連
ね
て
練
り
歩
き
ま
す
。
19
世
紀
初
頭
に
当

　時
の
祭
り
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵
巻
が
現
存
し
て

　お
り
、
現
在
の
行
列
は
そ
れ
を
忠
実
に
再
現
さ
れ

　て
い
ま
す
。

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に

　
　平
成
28
年
12
月
、「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」

　は
全
国
32
の
祭
り
と
と
も
に
「
山
・
鉾
・
屋
台
行

　事
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

　れ
、
世
界
の
宝
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら

　を
保
存
・
継
承
に
努
め
、
守
り
続
け
る
こ
と
が
大   

　切
で
す
。

八
代

妙
見
祭

お
下
り

お
上
り

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

　
　国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

11
月
22
日
㈬

午
後
２
時

八
代
神
社
発

午
前
７
時
30
分

塩
屋
八
幡
宮
発

11
月
23
日
㈷

11
月
22
日
㈬

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

 

御ご

夜や

妙
見
祭
の
１
ヵ
月

（
11
月
１
日
～
12
月
１
日
）

11
月
１
日
㈬  

正
午  

注し
め
お
ろ
し

連
卸

　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
に
納
め
て
い
た
獅
子

頭
の
封
印
を
解
き
、
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

11
日
㈯  

午
前
７
時   

馬う
ま
ぞ
ろ揃

い

　
八
代
神
社
で
そ
の
年
に
奉
納
さ
れ
る
飾
馬
の

計
測
と
お
は
ら
い
を
し
ま
す
。

15
日
㈬  

午
前
11
時

　浅
井
神
社
大
祭

　
七
五
三
で
も
有
名
な
浅
井
神
社
（
八
王
社
）

の
祭
り
で
、
獅
子
舞
と
神
馬
を
奉
納
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
松
浜
軒
の
庭
園
で
も
獅
子
舞
が

見
ら
れ
ま
す
。

18
日
㈯  

午
前
11
時   

中
宮
祭

　砥
崎
河
原
上
流
の
妙
見
中
宮
で
祭
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

22
日
㈬  

午
後
２
時

　行
列（
お
下
り
）

　
神
輿
と
神
馬
の
一
行
が
八
代
神
社
か
ら
塩
屋

八
幡
宮
ま
で
行
列
を
行
い
ま
す
。

23
日
㈷  

午
前
７
時
30
分

　

 

行
列（
お
上
り
）

　
塩
屋
八
幡
宮
か
ら
八
代
神
社
に
向
け
て
出
発

し
ま
す
。

12
月
１
日
㈮  

午
前
11
時   

注し
め
お
さ
め

連
納

　
封
印
し
た
獅
子
頭
を
神
社
に
納
め
、
ま
た
翌

年
の
神
馬
奉
納
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
一
帯
に
出
し
物
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
す
。
９
つ
の
笠
鉾
や
亀
蛇
、
獅
子
な
ど
の
展
示
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
御
夜
茶
会
（
肥
後
古
流
）

　
午
後
５
時
30
分
～
　
限
定
２
０
０
席
程
度
　
無
料

　
　
　
　
　
　
　（
本
町
一
丁
目
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆
）

■
雅
太
鼓
（
秀
岳
館
高
等
学
校
　和
太
鼓
部
）

　
午
後
５
時
30
分
～（
本
町
二
丁
目
　
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

■
笠
鉾
御
朱
印
め
ぐ
り

　
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

　
各
笠
鉾
の
陣
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
デ
ザ
　

　
イ
ン
の
御
朱
印
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
御
朱
印
帳
…
１
冊
５
０
０
円

　
各
笠
鉾
展
示
場
所
な
ど
で
販
売

■
子
供
能

　
午
後
７
時
～
（
本
町
二
丁
目
　

イ
ベ
ン
ト
広
場
）

■
武
者
ん
よ
か
コ
ン
テ
ス
ト

　
午
後
７
時
～
（
本
町
一
丁
目
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
前
）

■
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
午
後
７
時
～
８
時
20
分

　
市
内
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
の
う
ち
４

　
団
体
に
よ
る
披
露
。

　
演
目
　
植
柳
の
盆
踊
（
植
柳
地
区
）・
植
柳
棒
踊

　
り
（
植
柳
地
区
）・
箱
石
雨
乞
い
踊
り
（
東
陽
町
）・

　
女
相
撲
（
千
丁
町
）

　
本
町
二
丁
目
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
本
町
二
丁
目
宗
弘
駐

　
車
場
（
旧
肥
後
銀
行
八
代
支
店
）
の
２
会
場
で
開
催

23
日
の
交
通
規
制
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宮
）

　
の
県
道
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時
車
両
進
入
禁
止

　（
一
部
は
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

砥崎河原（右岸側の一部）に
バスツアー専用観覧席を設置します
　八代妙見祭当日、砥崎河原右岸側の一部に熊本地
震復興応援バスツアー専用観覧席を設置します。設置
区域内の一般観覧や事前の場所取りは遠慮ください。

　　

問合せ　観光振興課　☎33–4115
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１
獅
子

２
花
奴

３
木
馬

４
鉄
砲

５
毛
槍

８
笠
鉾
菊
慈
童

15
阿
須
波
神

22
対
の
槍

29
斎
主

９
神
馬

16
火
王・水
王・風
王

23
御
太
刀

30
笠
鉾
本
蝶
蕪

10
神
馬
奉
行

17
奏
楽
大
太
鼓

24
神
輿

31
笠
鉾
蘇
鉄

36
笠
鉾
松

11
甲
冑
武
者

18
奏
楽

25
長
刀

32
笠
鉾
西
王
母

37
笠
鉾
迦
陵
頻
伽

12
大
麻

19
四
神
旗

26
紫
翳

33
笠
鉾
猩
々

38
流
鏑
馬

６
白
和
幣

13
大
太
鼓

14
神
官

20
紙
幣

21
弓
矢

27
菅
翳

28
立
傘

34
笠
鉾
蜜
柑

35
笠
鉾
恵
比
須

39
亀
蛇（
ガ
メ
）

40
飾
馬（
花
馬
）

７
籠

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
記
念

36 

笠か
さ
ぼ
こ鉾

　
松ま

つ

　

　
松
は
謡
曲
「
老
松
」
や
「
高
砂
」

に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
７
６
４
年
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
こ
の
頃
の
平
河
原
町
の
笠
鉾

は
「
孔
雀
」
で
、
１
８
０
０
年
代

に
「
松
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

平
河
原
町
笠
鉾
松
保
存
会

　
　
　
　
　
　浅
野

　幸
一
郎
さ
ん

　
今
後
は
妙
見
祭
を
い
か
に
維
持

し
て
い
く
か
、
50
年
後
、
１
０
０

年
後
の
後
世
に
残
し
て
い
く
か
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
八

代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に
な
る
の

で
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
　

37 

笠
鉾

　
迦か

り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽

　
迦
陵
頻
伽
は
、
上
半
身
は
人
、

下
半
身
は
鳥
の
姿
を
し
た
想
像
上

の
生
物
で
す
。
謡
曲
「
羽
衣
」
に

も
登
場
し
、
こ
の
世
が
極
楽
世
界

さ
な
が
ら
で
あ
る
こ
と
を
祝
っ
た

も
の
で
す
。

塩
屋
町
笠
鉾
迦
陵
頻
伽
保
存
会

　

　
　
　
　
　
　小
林

　信
介
さ
ん
　

　
３
年
前
か
ら
八
代
小
で
公
開
寒か

ん

干ぼ
し

を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、

引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
外
部
か
ら
の

視
線
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
意

識
し
て
参
加
し
た
い
で
す
。

38 

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬　

　

流
鏑
馬
神
事
に
出
場
す
る
射
手

は
鬼き

め
ん
あ
や
ひ
が
さ

面
綾
檜
笠
を
被
り
ま
す
。左

腕
に
は
各
射
手
の
家
紋
が
金
糸
で

縫
い
取
ら
れ
た
射い

ご

て
籠
手
を
つ
け
、

腰
に
は
鹿
の
夏
毛
で
作
ら
れ
た

行む
か
ば
き縢

を
履
き
ま
す
。

八
代
妙
見
祭
流
鏑
馬
保
存
会

　

　
　
　
　
　
　
鬼
塚

　千
弘
さ
ん

　
４
年
前
に
１
３
０
年
ぶ
り
の
復

活
を
成
し
遂
げ
た
流
鏑
馬
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
海
外
か
ら
の
観
光
客

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。　

　
熊
本
県
民
の
宝
で
あ
る
妙
見
祭

を
今
後
も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

39 

亀き

　
蛇だ

　
亀
蛇
は
亀
と
蛇
が
合
体
し
た
想

像
上
の
動
物
で
す
。
そ
の
昔
、
妙

見
神
が
亀
蛇
に
乗
っ
て
海
を
渡
っ

て
き
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
町
亀
蛇
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　志
垣

　明
生
さ
ん

　
亀
蛇
を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
市

民
の
人
が
い
て
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、そ
れ
に
恥
じ
な
い
よ
う
な

振
る
舞
い
を
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

の
で
ま
ず
は
日
本
全
国
、そ
し
て

世
界
中
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
な
祭
り
に
し
た
い
で
す
。

40 

飾か
ざ
り　

馬う
ま

　

　
近
年
で
は
高
校
の
同
窓
会
や
地

区
の
団
体
な
ど
の
花
馬
好
き
が
集

ま
り
奉
納
し
て
い
ま
す
。
各
団
体

で
10
月
頃
か
ら
馬
主
の
牧
場
な
ど

で
馬
の
世
話
を
し
、
人
馬
一
体
と

な
る
よ
う
馬
追
い
の
練
習
を
行

い
、
安
全
に
奉
納
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

八は
っ
せ
い
か
い

青
會

　
　
　
　村
上

　浩こ
う
す
け亮

さ
ん

　
一
番
は
妙
見
祭
を
楽
し
む
こ
と
。

け
が
を
す
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で

楽
し
む
こ
と
を
毎
年
の
目
標
と
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
初
め
て
の
妙
見
祭
な
の
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
40
あ
る
出
し
物
と
祭
り
を
彩
る
人
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。
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■
妙
見
祭
笠
鉾
特
別
展
示

　
　11
月
12
日
㈰
～
22
日
㈬（
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

　
12
日
㈰
か
ら
笠
鉾
（
蜜
柑
、
恵
比
須
、
迦
陵
頻
伽
）

　
を
、
13
日
㈪
か
ら
笠
鉾
本
蝶
蕪
を
、
19
日
㈰
か
ら

　
笠
鉾
（
菊
慈
童
、
蘇
鉄
、
西
王
母
、
猩
々
、
松
）

　
が
加
わ
り
９
基
す
べ
て
を
展
示
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
同
期
間
中
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆
（
本
町
一

　
丁
目
）
に
総
合
案
内
所
を
設
置
。
や
つ
し
ろ
観
光

　
ガ
イ
ド
協
会
が
八
代
妙
見
祭
の
紹
介
を
し
ま
す
。

■
笠
鉾
組
立
見
学
ツ
ア
ー
　〈参
加
無
料
〉

　
　11
月
19
日
㈰
　
　

　
受
　付
　
午
前
８
時
45
分
～
　
　

　
見
　学
　
午
前
９
時
～
正
午

　
集
合
場
所
　
本
庁
仮
設
庁
舎
駐
車
場

　
定
　員
　
20
人
程
度

　申
込
み
・
問
合
せ

　
　　
　
　
文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

　
妙
見
祭
の
由
来
や
各
出
し
物
の
紹
介
を
は
じ
め
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
妙
見
祭
の
１
カ
月
間
の
行

事
日
程
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
物
は
全
長

40
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
妙
見
宮
祭
礼
絵
巻
の
縮
小
版
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

神
幸
行
列
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

桟
敷
席 

販
売
中 

　
　お

上
り（
11
月
23
日
）

 

八
代
妙
見
祭

　ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　

（
２
０
０
円
） 

 
関
連
行
事

八代妙見祭ホームページ

http://www.myouken.com/

参加者・ボランティアスタッフ
募集

砥
崎
河
原
マ
ス
席
　
※
１
マ
ス
６
人
ま
で
可

　
前
列 

２
万
４
０
０
０
円
　
中
列 

１
万
８
０
０
０
円

　
後
列 

１
万
５
０
０
０
円
　

八
代
駅
前
　（
１
６
８
席
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン
８
席
）

　
１
席 

２
０
０
０
円
　

販
売
・
問
合
せ

　
八
代
商
工
会
議
所
☎
32
６
１
９
１

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン
（
無
料
）

　
車
い
す
利
用
者
（
介
助
者
１
人
含
む
）
優
先
エ
リ

ア
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
ち
び
っ
こ
妙
見
祭

　
　
11
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
一
帯
）

　
　
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
し
た
子
ど
も
に
よ

　
る
妙
見
祭
。

　
・
ち
び
っ
こ
行
列
、
が
め
さ
ん
ダ
ン
ス
、
ポ

　
　
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
地
域
伝
統
芸
能
披
露

　
　（
日
本
民
謡
、
神
楽
巫
女
舞
）、
ヤ
ッ
チ
ロ

　
　
イ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

　
　
注
連
縄
作
り
、
オ
リ
ガ
メ
作
り
ほ
か
。

　
・
午
前
10
時
30
分
頃
く
ま
モ
ン
来
場
予
定
。

　
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
皆
で
が
め
さ
ん
ダ
ン
ス
を

　
　
踊
ろ
う「
が
め
さ
ん
ダ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
」

　
　
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
１
３
０
人
が
参
加
。

　
　
　
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
※
妙
見
座
（
フ
ー
ド
コ
ー
ト
）、
本
町
マ
ル

　
　
シ
ェ
、
彦
一
商
店
街
も
同
時
開
催

八代妙見祭フォトコンテスト
題  　材  ：今年の八代妙見祭期間中（11/1～12/1）の
　　　　　行事や風景など　　　  ※ 1人3作品まで
応募締切：12月４日㈪　当日消印有効
結果発表：12月中旬
賞：グ ラ ン プ リ　1点    賞金10万円・賞状・副賞
　　準グランプリ　1点    賞金  5万円・賞状・副賞
　　部門賞　 10点程度　 賞状・副賞
提出先：〒 866-0844 旭中央通 3-11　ＴＳビル 3 階
　　八代妙見祭保存振興会（事務取次  文化振興課）
　　『八代妙見祭フォトコンテスト』係
※ドローンによる撮影は禁止です。

参加条件：20 歳以上の人
活　動　日：11 月 12 日㈰ちびっこ妙見祭
　　　　　11 月 22 日㈬御夜
　　　　　11 月 23 日㈷八代妙見祭（お上り）ほか
申込期限：11 月５日㈰
詳細は、八代妙見祭ホームページをご覧ください。

【完売
】

【完売
】【完売

】

八代妙見祭ホームページ
　http://www.myouken.com
　※ 23 日㈷は砥崎河原からライブ中継あり
　（午後 0 時 15 分から）
八代妙見祭 facebook　
　http://www.facebook.com/myokensai
 砥崎河原から実況ラジオ
　エフエムやつしろ　76.5MHz
　※インターネットサイマルラジオでも配信
問合せ　八代妙見祭保存振興会
　　　　（事務取次 文化振興課）
　　　　☎070-5819-8246

p6-p8妙見祭解説.indd   8 2017/10/20   9:43




